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【ぶらぶらトンボ】都市緑化よこはまフェア ～里山ガーデン～

来年(2017年)３月から６月にかけて、
横浜で全国都市緑化フェアが
開催されます。そのメイン会場のひとつが、
よこはま動物園ズーラシアに隣接して
つくられる里山ガーデンですが、その開催
２００日前イベントに参加しました。
暑さが戻ってきた９月６日、旭区の

相鉄線鶴ヶ峰駅近くからズーラシアまで
ぶらぶらと歩く距離約７ｋｍ、約10,800歩
のウォーキングイベントです。
旭区民と区役所職員の参加者約３０人が、朝９時半にスタートして、途中の名所旧跡な

どを訪れながら、約３時間かけてズーラシアを目指しました。熱中症が心配される天候の
なか、参加者は１２時３０分に時間通りゴールに到着できました。

さて、肝心の里山ガーデンですが、ズー
ラシアの森という谷戸を含む原生林の中
に、アスレチックゾーン、大花壇ゾーン、
花菖蒲ゾーン、生物多様性ゾーンなどを
設ける予定とのことです。訪れた日は、
まだいずれも工事中で、その様子を遠目
に眺められました。出来上がったらまた
行ってみましょう。(^^)/（銀）

トンボとり大作戦２０１６ ～ ７月・８月報告 ～

今年の夏は不安定な天候でしたね。でも、元気な子どもたちのおかげで、ＪＦＥトンボ
みちの大作戦は着々と進行中です。
その成果は下の表のとおり、６月に多かったショウジョウトンボに替わって、７月、８月
はシオカラトンボとウスバキトンボが主役になっていることがわかります。また、数は少
ないのですが、ネキトンボがほぼ毎回捕獲されているのが、今年の特徴です。見かけた
チョウトンボやギンヤンマを入れると、今までに合計９種類が確認されています。ほか
にイトトンボの仲間も健在です。
さてこれからは、６月に大量捕獲されたアキアカネが９月か１０月に帰ってくるか、と
ても楽しみでぇ～す。(^^)/(銀)

旭区長、鶴ヶ峰駅長も参加した
イベントのスタート式

里山ガーデンは整備中でチョット残念

保護者も一緒にトンボとり
（７月２４日）▲ ネキトンボ♂



活動予定 ※雨天は１週間延期

今月 ： ９月２４日（土） ９時～１１時
来月 ：１０月２２日（土） ９時～１１時
事前の申込みは不要です。誰でも参加可能！

 

京浜の森ロゴマーク
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【シリーズ】 トンボみちの仲間たち

８月２７日（土）のファンクラブ活動の様子です。 （撮影：山田さん）

公式ホームページをご覧ください

【連載10】続・トンボ百科 ～ トンボは益虫それとも害虫？ ～

⑩お札を食べたトンボがいた？

トンボ類は、幼虫はボウフラ、成虫もカやハエなどを食べる生涯を通じての肉食生活者だ。

だから害虫になるなどとは想像もできないが、歴史的にはそんな事実がある。

その主人公はオオアオイトトンボで、かつて「千円札を喰う虫」として話題になった。

このトンボは孵化したヤゴがちょうど上から池の水面に落ちるように水辺に張り出した梢に

卵を産み込む。これが問題で、あまりに集中して産卵するため、個体数の多い場所では

コウゾなど紙幣に使う和紙の材料樹木に被害を与えてしまうことがあった。

ちなみに、ムカシトンボもワサビの茎に産卵することがあるが、

個体数が少ないので心配ないようだ。

（文責：田口正男農学博士）

※「JFEトンボみち」はJFEエンジニアリング（株）が
地域の皆様に開放している公開緑地です

ファンクラブのみなさん

オオアオイトトンボ

梢に産卵しすぎて枝を
枯らすことがある

緑地の手入れ 井戸（地下タンク）の手入れ
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